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【【目的目的】】

大麦若葉粉末は呈味性よく、ダイエット及び便秘等に伝承大麦若葉粉末は呈味性よく、ダイエット及び便秘等に伝承
的に幅広く食されている天然植物素材である。的に幅広く食されている天然植物素材である。

我々は我々は日本薬学会日本薬学会第第127127年会年会 (2007(2007年富山年富山))で、大麦若で、大麦若葉葉
のの排便改善作用、ダイエット作用について排便状態、血清脂排便改善作用、ダイエット作用について排便状態、血清脂
質、質、Ｘ線Ｘ線CTCT画像解析によ画像解析によるる内臓脂肪低下作用を内臓脂肪低下作用を報告した。報告した。

今回、大麦若葉のメタボリックシンドロームに対する作用機今回、大麦若葉のメタボリックシンドロームに対する作用機
序を序をさらにさらに解明解明し、作用本体を究明するためにし、作用本体を究明するために、胆汁酸吸着、胆汁酸吸着
試験試験などなどを行を行った。った。 すなわち、すなわち、大麦若葉粉末大麦若葉粉末の水可溶性分の水可溶性分
画、水不溶性分画を調整し、画、水不溶性分画を調整し、 脂質吸着能を検証するため胆脂質吸着能を検証するため胆
汁酸の一種である汁酸の一種である グリココール酸と大麦若葉粉末の吸着能グリココール酸と大麦若葉粉末の吸着能
を比較検討した。を比較検討した。 さらにさらに大麦若葉粉末大麦若葉粉末及び、各分画及び、各分画ををICRICRママ
ウスウスに対し摂食させ、に対し摂食させ、 体重、体重、血糖値、血糖値、糞量、糞量、排泄された排泄された糞中糞中
ののグリココール酸量を測定グリココール酸量を測定することによって、することによって、 大麦若葉の脂大麦若葉の脂
質質吸着吸着能能を比較を比較検討した検討したところ、ところ、 興味深い知見興味深い知見がが得得られられたた
ので報告する。ので報告する。



【【方法方法】】
動物試験動物試験 : 4: 4週令週令ICRICR系雄性マウス（各群系雄性マウス（各群66匹）を用匹）を用
い正常食群い正常食群（（controlcontrol群）群）、、55％大麦若葉混餌群、％大麦若葉混餌群、55％％
難消化性デキストリン混餌群難消化性デキストリン混餌群(n=6)(n=6)に対しに対し１ヶ月間自１ヶ月間自
由摂食させ、体重、血糖由摂食させ、体重、血糖値値、糞中胆汁酸などを、糞中胆汁酸などを33群群

間で比較検討した間で比較検討した。水は自由に飲水させた。。水は自由に飲水させた。

大麦若葉大麦若葉各分画各分画と胆汁酸と胆汁酸吸着吸着試験：各濃度の大麦試験：各濃度の大麦
若葉粉末と胆汁酸若葉粉末と胆汁酸(50(50μμmol)mol)を試験管を試験管内で内でインキインキ
ベートベート(37(37℃℃, 1hr), 1hr)、遠心分離上清中の胆汁酸を測、遠心分離上清中の胆汁酸を測

定し、各濃度における吸着量を求めた。定し、各濃度における吸着量を求めた。



水不溶性分画

大麦若葉の分画法大麦若葉の分画法
大麦若葉粉末100g

沈殿 上清

沈殿

上清

乾燥 乾燥

水可溶性分画

3000rpmで15分遠心分離

60℃1時間



大麦若葉各分画

グリココール酸(50μmol/l)

37℃ 30分

遠心分離(3000rpm 5分間) 上清

総胆汁酸－テストワコーでグリココール酸濃度を測定

大麦若葉粉末とグリココール酸の吸着能 試験



投与1ヶ月後体重
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投与1ヵ月後の血糖値
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糞排泄量(乾燥重量g/匹/日）
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グリココール酸の糞中排泄量
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大麦若葉各分画吸着後のグリココール酸濃度
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【【結果結果】】

体重は大麦若葉体重は大麦若葉群で投与１ヶ月後群で投与１ヶ月後10.810.8％と有意％と有意
(P<0.05)(P<0.05)な減少が見られな減少が見られたが、デキストリンたが、デキストリン群は有群は有
意な変動は見られなかった。意な変動は見られなかった。
血糖値は血糖値は大麦若葉大麦若葉群群でで21.421.4％と有意％と有意(P<0.05)(P<0.05)な低な低
下を示し下を示したが、デキストリン群たが、デキストリン群はは1212％の低下を示し％の低下を示し
たたがが有意ではなかった。有意ではなかった。
糞中胆汁酸は糞中胆汁酸は大麦若葉群大麦若葉群31.331.3％と有意％と有意 (P<0.05)(P<0.05)
な増加がみられたがな増加がみられたがデキストリン群デキストリン群では変動は見らでは変動は見ら
れなかった。れなかった。
胆汁酸胆汁酸吸着濃度曲線から大麦若葉吸着濃度曲線から大麦若葉粉末は粉末は4.34.3mgmg、、
水可溶性分画粉末は水可溶性分画粉末は2.2mg2.2mgで胆汁酸濃度を半減で胆汁酸濃度を半減すす
ることることがが示された示された。。



【【考察考察】】

大麦若葉食がICRマウスに及ぼす影響について、control群、大麦若葉群、デ
キストリン群で摂食量に差はみられなかったにもかかわらず、大麦若葉群1ヵ月
後の体重はcontrol群に対して有意な減少を示した。これは大麦若葉が、糞排泄

を促したからであると考えられる。
大麦若葉群はデキストリン群に対し、糞排泄量が多く、糞中グリココール酸濃

度で有意 な増加を示したことから大麦若葉は過剰な脂質の排泄を促し体重減少

に作用したといえる。
大麦若葉粉末とグリココール酸の吸着能については水可溶性分画で最もグリ

ココール酸が吸着したため濃度が減少した。大麦若葉の組成割合は水溶性食物
繊維2.4％、水不溶性食物繊維43.4％であることから、大麦若葉の脂質吸着能

は水可溶性分画の関与が大きいことが示唆された。
大麦若葉は糖代謝、脂質代謝に関与し、メタボリックシンドロームに有効性を示

すものと考えられ、その大きな要因は脂質排泄促進能であり、デキストリンより高
い効果があることが、今回の試験から示唆された。

特に、大麦若葉の水可溶性分画の中に強力な脂質吸着物質が存在しているこ
とを示唆しているため、今後、その物質本体を究明し、作用本体を明らかしたい
と考える。

以上のように大麦若葉には排便促進能、脂質排泄能を有していることから、結
果的にメタボリックシンドロームに有効な天然素材であることが示された。


